
（参考） 

○交通の方法に関する教則(昭和 53 年 10 月 30 日国家公安委員会告示第３号) 

 （抜粋） 

 

第 1 章 歩行者と運転者に共通の心得 

第９節 子供の安全 

１ 子供の交通事故のほとんどは、道路を横断しているときや横断しようとして道

路に飛び出したときに起こっています。 

父母などの保護者は、子供特に幼児に、右左をよく見て安全を確かめてから横

断を始め、横断中も車に気を付けるという正しい横断の仕方を身に付けさせるよ

うに繰り返し教えましょう。そのためには、保護者自ら交通規則を守り、手本を

示すようにしましょう。 

 

２ 保護者は、交通量の多い道路や踏切の付近で子供を遊ばせたり、幼児を独り歩

きさせたりしてはいけません。子供がこれらの場所で遊んでいるときは、その場

に居合わせた人は、声を掛けてすぐにやめさせるようにしましょう。 

 

３ 子供を連れて道路を歩くときは、保護者が車の通る側を歩きましょう。 

 

４ 幼児は、興味のあるものや知っている人を見掛けると、いきなり道路に飛び出

すことがありますから、しっかり手をつなぎ幼児から目を離さないようにしま

しょう。 

 

５ 保護者が買い物や立ち話に夢中になっているときなどが大変危険です。また、

幼児が道路の向こう側にいるときは呼び掛けないなどの細かい心遣いが必要です。 

 

６ 車や路面電車などに乗るときは、子供を先に乗せ、降りるときは、保護者が先

に降りるようにしましょう。また、車から子供だけを降ろすときは、子供が道路

を横断しなくてもすむような位置に止めるようにしましょう。 

 

７ 子供が遊びに出るときは、保護者に行き先を告げる習慣をつけさせましょう。

あまり遠くへ行ったり、暗くなるまで遊んだりしないように保護者がよく注意し

ましょう。 

 

８ 子供の服や履物は、できるだけ活動しやすいものにし、また、なるべく明るい

目立つ色のものにしましょう。 

 

９ 子供が幼稚園や学校に行くときは早めに送り出し、また、忘れ物をさせないよ

うに気を付けましよう。時間ぎりぎりに家を出て先を急いだり、忘れ物をしてあ

わてて戻ったりするときに事故を起こしがちです。 

 

10 子供が道路や踏切などを横断しようとしているときは、そばにいる人は、安全

に横断できるようにしてあげましょう。 

  



（参考） 

 

○ 交通安全教育指針（平成10年９月22日国家公安委員会告示第15号）（抜粋） 

 

第２章 交通安全教育の内容 

第 1節 幼児に対する交通安全教育 

２ 幼児に対する交通安全教育の内容 

(1) 歩行者の心得 

ア 目標 

基本的な交通ルール等を習得させることにより、歩行者として安全に道路

を通行することができるようにする。 

 

イ 内容 

(ｱ) 基本的な心構え 

道路を通行する者が一人でも交通ルールの遵守及び交通マナーの実践を

怠ったりすると、交通が混乱したり、交通事故が起きたりすることを説明

し、交通ルール等の必要性を理解させる。また、道路では、保護者又はこ

れに代わる監護者から離れて独り歩きしてはならないことを理解させる。 

 

(ｲ) 標識・標示の種類及び意味 

歩行者として安全に道路を通行するために必要な知識である、歩行者用

道路（歩行者の安全のために標識によって車両の通行を禁止している道路

をいう。以下同じ。）、歩行者横断禁止、横断歩道等を示す標識・標示の種

類及びその表示する意味を理解させる。 

 

(ｳ) 交通事故の原因となる危険な行動 

幼児が当事者である交通事故の主な原因である道路への飛び出し、車両

（自動車、原動機付自転車、軽車両及びトロリーバスをいう。以下同じ。） 

又は路面電車（ 以下「車両等」という。） の直前又は直後の横断等の危険

性を、交通事故の実例を挙げるなどして説明し、これらの行動をとっては

ならないことを理解させる。 

 

(ｴ) 歩行者の通る所 

歩行者は、原則として歩道又は幅の十分な路側帯（ 歩道のない道路で、

歩行者の通行のため及び車道の効用を保つための白の線によって区分され

た道路の端の帯状の部分をいう。以下同じ。） を通行しなければならない

こと、歩道に普通自転車通行指定部分がある場合はその部分を避けて通行

しなければならないこと、歩道又は幅の十分な路側帯のない道路では道路

の右端を通行しなければならないこと及び歩行者用道路では道路の中央部

を通行することができることを理解させる。 

 

(ｵ) 横断の仕方 

ａ 横断する所 

横断歩道又は信号機のある交差点が近くにある場合は、その横断歩道

又は交差点で横断しなければならないことを理解させる。また、横断歩

道橋、横断用地下道等の安全に横断することができる施設が近くにある

場合は、できる限りその施設を利用するように指導する。 



（参考） 

 

ｂ 信号機のある所で横断しようとする場合 

信号機の信号の種類及び意味並びに信号機の信号（歩行者用の信号機

がある所においてはその信号）に従って通行しなければならないことを

理解させる。 

また、信号が青になってから横断しなければならないことを理解させ

るとともに、青になっても右左の安全を確認してから横断すること及び

信号が変わりそうな場合は次の青信号を待って横断することを指導する。 

ｃ 信号機のない所で横断しようとする場合 

横断歩道橋、横断用地下道等の安全に横断することができる施設又は

横断歩道が近くにない場合は、道路がよく見渡せる所を探し、歩道の縁

又は道路の端に立ち止まって右左の安全を十分に確認するとともに、走

行中の車両が歩行者の横断のために停止した場合は、他の車両の動きに

注意し、安全を確認してから横断を始めるように指導する。また、横断

中も車両が近づいてこないかどうか周囲の状況に注意すること及び停車

又は駐車中の車両の陰から別の車両が突然出てくることがあるので注意

することを指導する。特に、横断時には、左方向から進行してくる車両

と衝突する交通事故が多いことを理解させ、道路の横断を始める前や横

断中には、これらの車両の動きに十分に注意するように指導する。 

 

(ｶ) 踏切の通り方 

踏切の手前では、必ず立ち止まって右左の安全を確認するように指導す

る。また、警報機が鳴っている場合及び遮断機が降り始めて以後は踏切に

入ってはならないことを理解させるとともに、警報機が鳴っておらず、か

つ、遮断機が降りていない場合でも必ず安全を確認してから通るように指

導する。 

 

(ｷ) 雨天時に歩く場合 

雨天時には、前が見えにくくなるような傘の差し方をしないようにする

こと、無理な横断又は飛び出しをしないようにすること等を指導する。 


